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部会

課題検討会

「マイナンバーカードの利活用等」

課題検討会

「特別徴収税額通知（特別徴収義

務者用）事務」ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

【静岡県行政経営研究会】

担当 市町行財政課

○特別徴収税額通知（個人番号記載）の発送事務に係る課題の解決

■個人番号（マイナンバー）を記載して作成する特別徴収税額通知の発送事務に

係る課題を解決するため、創意工夫すべき点等、対応方法を県内の全市町間

で共有し、翌年度の発送事務に活用した。

取組の背景（課題認識等）

【現 状】

個人住民税の特別徴収業務の流れは、以下のとおり。

１．事業者から給与支払報告書（紙）の提出を受ける。

２．各市町にて給与支払報告書（紙）をパンチ業者等に依頼しデータ化する。

３．各市町はデータ化された給与支払報告書を利用し税額通知書を紙に印

刷する。

４．印刷された税額通知書は各市町にてチェックを行ったのち、事業者に

発送する。

個人番号

事業者 各市町

４．特別徴収税額の税額通知書

（納税義務者用） （特別徴収義務者用）

１．給与支払報告書の提出（１月末） ２．給与支払報告書をデータ化する

３．データ化された報告書

パンチ業者
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【課 題】

毎年通知される特別徴収義務者への特別徴収税額通知書は税制改正によっ

て平成 29 年度から、特定個人情報である個人番号を印刷し提供することにな

った。

これによって、

○個人番号の漏えい、毀損の防止等、必要な措置を講じることが求められた。

○限られた期間の中で膨大な件数の処理を迫られ、例年になく煩雑な業務

となった。

○毎年、各市町において数件程度、誤封入や誤配送があり若干の問題が発

生している。

⇒ これらの課題を解決するため実施された創意工夫点を参加

市町で議論した。

検討体制

構成

市町 28 市町（21 市７町）41 人

そ

の

他

県 市町行財政課

検討

期間
平成２９年度

取組の概要

【検討の経過】

平成 29 年８月 24 日(木)午後２時から４時 30 分まで

参加 ： 28 市町 41 人

【当日のワーキンググループの開催の様子】
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【検討内容】

検討の結果、特別徴収税額通知書の「誤封入を防止する方法」と「誤配送を

防止する方法」の２点について、各市町で実施された創意工夫点を相互に発表

し、情報の共有を行った。

●誤封入を防止する方法

効果 ◎特に期待できる 〇期待できる △ある程度の効果

導入 ◎容易 〇普通 △困難

コスト ◎低い ○普通 △高い

●誤封入を防止する方法

効果 ◎特に期待できる 〇期待できる △ある程度の効果

導入 ◎容易 〇普通 △困難

コスト ◎低い ○普通 △高い
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【個人番号の目隠しシールを貼る様子】 【特定記録郵便を利用】

【開封時に注意喚起を促す案内】


